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表紙のひとこと

　多様性 diversity の重視やインクルージョンの実現を
叫ばなければいけないのは、それがまだ実現していない
からです。どうすれば実現できるのかを考える時、やはり
家族会の活動が基本だと思います。その家族会の活動に
ついては、いろいろな考え方があります。私たち JDS も
参加している DSi（国際ダウン症連合）も APDSF（アジア
太平洋ダウン症連盟）も家族会の大きな集合体です。そう
いった組織も規模の大きさではなく、各国・地域の少人

数の家族会の活動や意見も重視しています。小さなこと
から、世の中の流れを決めるような大きなことに至るまで、
当事者がその movement（潮流・活動）の中心になって
はじめて、Nothing about us without us（私たちのい
ないところで、私たちのことを決めないでほしい）を実践で
きるはずです。こども家庭庁のロゴにある「こどもまんな
か」のように、「当事者まんなか」の世界にできるようにもっ
と声を上げていきましょう。
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